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�山口地区青少年駅伝大会が５月２８日に開催
されました。この駅伝は、地区内を一巡す
る１３区間２３．７７㌖で行われ、今年で５２回を
迎えた伝統ある大会です。

 ２　一般質問　９人

 ８　予算特別委員会　平成２９年度補正予算

 ９　提出された議案とその結果

 １２　特集１　議会報告・意見交換会の報告

 １４　特集２　各常任委員会行政視察の報告

 １６　市民の声・９月定例会の日程（予定）

ご利用ください メール配信サービス
　天童市では、議会の開催情報や、災害、観光・イベ
ント、健康・子育てなどの情報を、電子メールでお知
らせするメール配信サービスを行っています。ぜひご
登録ください。
※�登録は無料です。ただし、メールの受信などにかかる通
信料・パケット通信費は登録された方の負担となります。

すべてのメニューを受信する登録方法です。
tndml@city.tendo.yamagata.jp
または、右の二次元コードに空メールを
送信してください。

かんたん登録



６ 月 定 例 会

教
え
て
っ
す

ケケ
ロロ

市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、６月１５日・１６日の２
日間の日程で、９人の議員が行いました。
　子育て支援日本一を目指す施策をはじめ、認知
症支援事業等について、市長や教育長等の見解を
求めました。
※　議員の原稿をそのまま掲載しています。

　平成２９年度第２回市議会定例会（６月定
例会）は、６月１２日から２３日までの１２日間
の会期で開かれました。
　初日の本会議で、市長提出の報告議案７
件と、契約議案１件、人事議案１９件、委員
会提出の意見書議案１件について採決が行
われました。そのほか、予算議案１件及び
条例議案等２件については、予算特別委員
会及び所管常任委員会に付託され、最終日
の本会議に採決が行われました。
（採決結果は９ページに掲載してあります。）

審　議　日　程
月　日 内　　　容

６．１２（月） 本会議（‌�会期の決定、提案理由の説明、予
算特別委員会の設置など）

６．１５（木）
６．１６（金） 本会議（市政に関する一般質問）

６．１９（月） 環境福祉常任委員会（付託案件の審査）

６．２０（火） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）

６．２１（水） 予算特別委員会（‌�付託案件の審査、討論、
表決）

６．２３（金） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）

狩
野
佳
和 

議
員

＊�

子
育
て
支
援
日
本
一
の
天
童

市
に
な
る
た
め
の
施
策
を

＊�

ふ
る
さ
と
納
税
で
集
ま
っ
た

税
金
の
有
効
な
使
い
道
を

石
垣
昭
一 

議
員

＊�
子
育
て
環
境
の
改
善
の
た
め

に
伊
藤
和
子 
議
員

＊�

地
方
公
務
員
法
改
正
案
が
可

決
さ
れ
、
会
計
年
度
任
用
職

員
と
い
う
新
た
な
仕
組
み
が

導
入
さ
れ
る
が
、
市
と
し
て

の
考
え
方
は

＊�

街
区
公
園
・
市
道
の
維
持
管

理
方
法
に
つ
い
て

熊
澤
光
吏 

議
員

＊�

将
棋
の
教
育
的
価
値
に
つ
い
て

＊�

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の
実
現

に
向
け
て

笹
原
隆
義 

議
員

＊�

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

＊�

空
き
家
問
題
に
つ
い
て

山
口
桂
子 

議
員

＊�

ス
ポ
ー
ツ
都
市
日
本
一
の
た

め
に

＊�

本
市
で
は
２
０
３
５
年
問
題
を

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

三
宅
和
広 

議
員

＊�

子
ど
も
の
生
活
実
態
調
査
の

実
施
に
つ
い
て

＊�

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別

の
解
消
を
推
進
す
る
た
め
の

条
例
に
つ
い
て

結
城
義
巳 

議
員

＊�

上
山
口
採
石
場
跡
地
の
問
題

松
田
光
也 

議
員

＊�
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

に
お
け
る
本
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

＊�

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
住
み

慣
れ
た
家
や
地
域
で
支
え

合
っ
て
暮
ら
せ
る
「
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て

★
市
民
ク
ラ
ブ

★
日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

★
清
新
会

★
政
和
会

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

一
般
質
問
っ
て
何
で
す
か
？

ＱＡ
議
員
個
人
の
立
場
か
ら
、
市
長
等
に
対
し
、
市

政
全
般
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
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天童市将棋資料館

一 般 質 問

子
育
て
支
援
日
本
一
の
た
め
に
、

保
育
料
と
給
食
費
を
無
料
に

待
機
児
童
の
現
状
と

改
善
策
は 狩か

野の

佳よ
し

和か
ず

議
員

石い
し

垣が
き

昭し
ょ
う

一い
ち

議
員

　
市
長
は
『
子
育
て
支
援
、
ス

ポ
ー
ツ
健
康
づ
く
り
、
観
光
・

も
の
づ
く
り
の
３
つ
の
日
本
一

へ
の
挑
戦
』
を
公
約
に
当
選
し

た
。
数
年
前
か
ら
第
３
子
以
降

の
保
育
料
は
無
料
に
し
た
が
、

そ
の
後
の
拡
が
り
は
な
い
。
市

民
に
は
第
１
子
か
ら
の
無
料
を

期
待
す
る
声
が
あ
る
。
将
来
、

幼
児
教
育
費
は
国
費
で
負
担
す

べ
き
だ
が
、
国
に
先
駆
け
て
、

全
て
の
幼
児
教
育
費
を
無
償
化

す
べ
き
と
考
え
る
。
先
ず
は
来

年
度
か
ら
、
第
２
子
以
降
を
無

料
に
す
べ
き
で
は
。

山
本
市
長　
第
２
子
は
対
象
者

が
多
く
、
大
き
な
財
政
的
負
担

と
な
る
た
め
で
き
な
い
。
今

　
本
市
に
お
い
て
待
機
児
童
は

３６
人
と
発
表
し
て
い
る
が
、
保

育
需
要
の
把
握
を
ど
う
行
っ
た

の
か
。
ま
た
、
待
機
に
な
っ
た

理
由
と
受
け
入
れ
の
拡
充
対
策

を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
保
育
需
要
に
つ
い

て
は
、
天
童
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
を
策
定
し
、

平
成
２７
年
度
か
ら
５
年
間
の
保

育
の
量
を
見
込
ん
で
い
る
。
平

成
２７
年
度
以
降
、
認
可
保
育
所

を
３
施
設
、
認
定
こ
ど
も
園
２

施
設
の
新
設
を
進
め
、
保
育
定

員
の
拡
大
を
図
っ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
昨
年
度
の
入
所
申

込
み
は
、
見
込
み
量
を
超
え
る

多
数
の
申
込
み
が
あ
っ
た
た

後
、
第
３
子
以
降
の
無
料
化
を

継
続
し
な
が
ら
、
国
の
無
償
化

の
動
き
に
沿
い
、
負
担
軽
減
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
今
年
か
ら
第
３
子
以
降
の
学

校
給
食
費
は
無
料
に
な
っ
た
。

将
来
、
学
校
給
食
費
は
国
費
で

負
担
す
べ
き
だ
が
国
に
先
駆
け

て
、
全
て
の
子
ど
も
を
無
料
に

す
べ
き
と
考
え
る
。
先
ず
は
来

年
度
か
ら
、
第
２
子
以
降
を
無

料
に
す
べ
き
で
は
。

相
澤
教
育
長　
今
年
度
実
施
し

た
第
３
子
以
降
の
学
校
給
食
費

無
料
化
事
業
の
効
果
を
検
証
す

る
。
現
在
、
第
２
子
か
ら
の
無

料
化
は
考
え
て
い
な
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
で

将
棋
資
料
館
を
無
料
に

　
中
学
生
プ
ロ
棋
士
藤
井
聡
太

四
段
の
活
躍
と
３
月
の
ラ
イ
オ

ン
の
影
響
で
将
棋
ブ
ー
ム
の
再

来
で
あ
る
。
同
時
に
、
将
棋
駒

の
生
産
量
日
本
一
の
天
童
市
も

注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
機
会

に
、
将
棋
資
料
館
を
無
料
開
放

し
て
、
将
棋
駒
を
宣
伝
し
観
光

客
を
呼
び
こ
み
、
市
の
観
光
と

将
棋
駒
の
振
興
に
つ
な
げ
て
は
。

山
本
市
長　
公
共
の
展
示
施
設

の
入
場
料
は
、
受
益
者
負
担
の

観
点
か
ら
有
料
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
小
・
中
学
生
の
減

免
制
度
を
維
持
し
な
が
ら
周
知

に
努
め
る
。

め
、
待
機
児
童
が
発
生
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
保
育
の
受
け
皿
の
拡
大
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
認
可
保
育
所

３
施
設
と
小
規
模
保
育
事
業
所

１
施
設
が
来
年
４
月
の
開
園
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
後
の
認
可
保
育
所

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
２５

年
３
月
に
就
学
前
施
設
の
あ
り

方
に
関
す
る
構
想
を
策
定
し
、

こ
の
中
で
、
待
機
児
童
の
解
消

に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
私
立

保
育
園
を
基
本
と
し
て
進
め
る

と
し
て
お
り
、
現
在
も
こ
の
考

え
方
に
変
わ
り
は
な
い
。

児
童
館
の
現
状
と

今
後
の
あ
り
方
は

　
市
民
か
ら
児
童
館
も
保
育
園

並
み
に
延
長
保
育
を
し
て
ほ
し

い
と
の
声
が
あ
る
。

　
保
育
要
求
が
多
様
化
す
る
中

で
、
今
後
の
児
童
館
の
あ
り
方

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
こ
れ
ま
で
も
早
朝

保
育
や
延
長
保
育
を
実
施
し
て

ほ
し
い
と
い
う
声
を
伺
っ
て
い

る
が
、
現
在
の
体
制
で
は
応
え

る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
保
育
の
必
要
性
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
入
園
で
き
る
児
童
館
の

機
能
と
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
機
能
を
併
せ
持
つ
施

設
と
し
て
、
認
定
こ
ど
も
園
が

あ
る
。

　
今
後
、
市
全
体
の
保
育
需
要

を
見
な
が
ら
、
保
護
者
や
地
域

の
方
々
の
意
見
を
伺
い
、
慎
重

に
検
討
を
進
め
た
い
。
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公園の草刈り作業

天童桜まつりにてプロ棋士と指す子どもたち

一 般 質 問

公
務
労
働
・
非
正
規
職
員

の
処
遇
改
善
を

天
童
市
の
た
か
ら
を

育
む
た
め
に

伊い

藤と
う

和か
ず

子こ

議
員

熊く
ま

澤ざ
わ

光ひ
か

吏り

議
員

　

地
方
公
務
員
法
が
改
正
さ

れ
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と
い

う
新
た
な
仕
組
み
が
導
入
さ
れ

る
が
、
市
と
し
て
の
考
え
は
。

　
行
財
政
改
革
で
正
職
員
が
減

り
、
非
正
規
が
増
え
て
い
る
。

　
処
遇
面
で
正
規
と
の
格
差
が

あ
る
が
、
改
善
策
は
。

山
本
市
長　
健
全
な
行
財
政
運

営
に
基
づ
き
、
事
務
事
業
に
見

合
っ
た
計
画
的
な
定
員
管
理
を

し
て
い
る
。
法
施
行
ま
で
に
必

要
な
準
備
を
す
す
め
る
。

武
田
総
務
部
長　
専
門
的
な
知

識
を
持
っ
た
方
を
嘱
託
職
員
と

し
て
８３
人
、
事
務
補
助
、
業
務

補
助
の
臨
時
職
員
を
２
３
７
人

雇
用
し
て
い
る
。
こ
の
内
パ
ー

　
将
棋
は
、
学
校
教
育
導
入
推

進
事
業
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

て
お
り
、
青
少
年
健
全
育
成
に

向
け
、
将
棋
を
学
ぶ
活
動
を
よ

り
活
発
に
行
う
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
教
育
長
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

相
澤
教
育
長　
将
棋
駒
の
生
産

地
と
い
う
環
境
を
活
用
し
郷
土

愛
を
持
つ
自
立
し
た
市
民
を
育

て
る
こ
と
が
主
眼
に
あ
る
。
そ

の
た
め
、
将
棋
の
歴
史
を
調
べ

る
活
動
、
生
産
に
関
わ
る
体
験

活
動
、
将
棋
に
関
わ
る
方
の
生

き
方
に
触
れ
る
活
動
、
将
棋
を

楽
し
む
活
動
な
ど
を
学
校
教
育

で
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校

以
外
で
将
棋
と
触
れ
る
機
会
が

ト
保
育
士
は
７
時
間
勤
務
が
３８

人
、
早
朝
・
延
長
な
ど
短
時
間

勤
務
が
３７
人
。
１
年
更
新
で
最

長
３
年
を
原
則
と
し
て
い
る
。

公
園
・
側
溝
の
維
持
管
理
に

十
分
な
情
報
提
供
と
支
援
を

　
街
区
公
園
や
側
溝
清
掃
な
ど

の
維
持
管
理
が
、
住
民
の
高
齢

化
で
作
業
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
草
刈
機
の
購
入
や

備
品
交
換
、
燃
料
費
な
ど
が
、

町
内
会
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　
都
市
整
備
が
進
み
、
緑
地
面

積
が
増
え
る
割
に
、
維
持
管
理

予
算
が
伸
び
て
い
な
い
。
必
要

な
予
算
確
保
を
。

　
３
・
１１
の
震
災
以
来
、
側
溝

の
泥
上
げ
が
停
止
し
て
い
る
が

対
応
策
は
。

山
本
市
長　
現
在
、
公
園
や
歩

道
の
環
境
美
化
を
町
内
会
な
ど

に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
で

き
る
範
囲
で
無
理
の
な
い
活
動

を
お
願
い
す
る
。
地
域
の
要
望

を
聞
き
、
年
次
計
画
を
立
て
、

必
要
な
予
算
は
確
保
し
た
い
。

小
笠
原
建
設
部
長　
側
溝
汚
泥

の
放
射
性
物
質
の
調
査
で
、
市

内
５
ケ
所
で
１
０
０
０
ベ
ク

レ
ル
の
基

準
を
超
え
て
い
る
の
で
、
町
内

会
に
よ
る
泥
上
げ
活
動
の
中
止

を
お
願
い
し
て
い
る
。
要
望
が

あ
れ
ば
市
で
対
応
す
る
。

大
事
で
あ
る
と
考
え
る
。
な

お
、
今
年
も
本
市
で
開
催
さ
れ

る
第
３８
回
全
国
中
学
生
選
抜
将

棋
選
手
権
大
会
に
本
県
代
表
と

し
て
出
場
す
る
５
名
全
員
は
天

童
少
年
少
女
将
棋
教
室
に
通
う

子
ど
も
た
ち
で
あ
り
、
大
変
明

る
い
材
料
で
あ
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て

　
環
境
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
面

だ
け
で
は
な
く
、
誰
も
が
幸
せ

を
実
感
す
る
た
め
に
、
幅
広
く

サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
体
制

を
整
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
市

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
次
の
３

点
を
基
本
に
市
民
目
線
に
立
っ

た
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

①
市
役
所
内
に
手
話
・
通
訳
奉

仕
員
の
配
置
や
各
種
窓
口
の
充

実
な
ど
誰
も
が
使
い
や
す
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。
②
人
格
や

個
性
を
尊
重
し
た
一
人
ひ
と
り

を
大
切
に
す
る
支
え
合
う
地
域

社
会
の
実
現
。
③
市
民
や
本
市

に
訪
れ
る
方
が
必
要
な
情
報
を

容
易
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
、

展
示
や
声
の
広
報
、
多
言
語
に

対
応
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
整
備
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。

※ユニバーサル社会とは…‌�年齢、性別、障がいの有無、文化の違いに関わらず、
誰もが安心して暮らせる社会。
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保育園で遊ぶ子どもたち

空き家となった住宅

一 般 質 問

保
育
士
の
確
保
や
業
務
負
担
軽
減
を

積
極
的
に
進
め
る
べ
き

住
民
総
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
は
ど
う
か

笹さ
さ

原は
ら

隆た
か

義よ
し

議
員

山や
ま

口ぐ
ち

桂け
い

子こ

議
員

　
天
童
市
に
お
い
て
４
年
ぶ
り

に
待
機
児
童
が
生
じ
た
。
待
機

児
童
問
題
の
原
因
で
あ
る
保
育

士
不
足
問
題
を
解
消
す
る
た
め

に
も
、
潜
在
保
育
士
の
掘
り
起

こ
し
が
重
要
と
考
え
る
。
そ
の

た
め
に
も
就
労
し
て
い
る
、
ま

た
は
就
労
が
決
ま
っ
て
い
る
子

育
て
中
の
保
育
士
の
子
ど
も
が

優
先
入
園
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

昨
年
よ
り
本
市
で
も
行
っ
た

が
、
よ
り
周
知
に
向
け
て
広
報

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
既
存
の
保
育
士
の
業
務

負
担
軽
減
に
向
け
、

①
市
が
独
自
に
人
材
バ
ン
ク
的

な
形
で
人
を
募
集
し
て
、
各
園

の
早
朝
・
延
長
保
育
へ
の
支
援

　
ス
ポ
ー
ツ
都
市
日
本
一
の
た

め
に
、住
民
総
参
加
型
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
」
に
参
加
し
て
、
市
民
が

よ
り
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
き
っ

か
け
づ
く
り
を
し
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
今
年
３
月
に
「
天

童
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
を

策
定
し
、
散
歩
や
健
康
体
操

等
、
誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
、
市

民
に
よ
り
一
層
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
ん
で
も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く

り
を
進
め
る
。
指
導
者
の
育
成

や
施
設
の
環
境
の
充
実
に
努
め

る
。
一
日
限
り
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
に
捉
わ
れ
ず
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親

を
し
て
は
ど
う
か
。

②
清
掃
、
事
務
な
ど
保
育
外
業

務
の
人
件
費
補
助
を
行
っ
て
み

て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　
優
先
入
園
の

広
報
に
つ
い
て
は
的
確
に
伝
わ

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

①
は
施
設
運
営
者
が
主
体
的
に

関
わ
る
部
分
な
の
で
、
市
が
人

材
バ
ン
ク
的
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

②
は
保
育
士
の
処
遇
改
善
等
の

支
援
を
既
に
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
保
育
施
設
と
連
携
を
図
り

取
り
組
ん
で
い
く
。

空
き
家
の
有
効
活
用
に

向
け
て

　

空
き
家
を
解
消
す
る
た
め

に
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
活
性
化

が
有
効
か
つ
必
要
と
考
え
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
促

す
た
め
に
宅
建
協
会
と
の
密
な

連
携
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
市
長
の
考
え
は
。

山
本
市
長　
宅
建
協
会
と
連
携

し
た
空
き
家
バ
ン
ク
活
用
や
合

同
で
の
空
き
家
相
談
会
の
開
催

な
ど
空
き

家
問
題
に

向
け
て
取

り
組
ん
で

い
く
。

し
み
、
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
日
本

一
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

２
０
３
５
年
問
題
と
敬

老
会
の
事
務
簡
素
化
は

　
し
っ
か
り
と
し
た
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
住
民

の
声
を
反
映
し
、
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
わ
か
り
や
す
い
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

中
、
現
状
は
ど
う
か
。
ま
た
、

高
齢
化
が
進
む
中
、
各
地
域
で

行
わ
れ
て
い
る
敬
老
会
は
ど
う

運
営
さ
れ
、
運
営
の
簡
素
化
に

つ
い
て
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

山
本
市
長　
在
宅
医
療
の
核
と

な
る
天
童
東
村
山
郡
医
師
会
の

協
力
を
得
な
が
ら
在
宅
医
療
と

介
護
の
連
携
の
情
報
交
換
会
を

開
催
し
て
い
る
。
訪
問
医
療
に

関
す
る
体
制
の
整
備
と
そ
の
実

現
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
住
民
組

織
に
よ
る
生
活
支
援
に
つ
い
て

は
充
実
を
図
り
、
一
部
地
域
で

行
っ
て
い
る
高
齢
者
の
居
場
所

づ
く
り
を
市
全
体
に
広
げ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
敬
老
会
に
つ
い
て

は
、
１３
地
区
の
う
ち
８
地
区
が

連
合
婦
人
会
、
５
地
区
が
実
行

委
員
会
等
に
よ
り
運
営
さ
れ
て

い
る
。
各
実
施
団
体
か
ら
昨
年

同
様
に
開
催
し
た
い
と
の
意
見

が
あ
り
、
今
年
度
も
、
昨
年
度

と
同
様
に
開
催
す
る
予
定
で
あ

る
。
な
お
、
敬
老
会
の
運
営
の

簡
素
化
に
つ
い
て
は
、
今
後
と

も
協
議
を
重
ね
、
よ
り
良
い
も

の
に
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

※チャレンジデーとは…‌�年に１回、人口規模がほぼ同じ自治体が対戦相手となり、
運動やスポーツに参加した住民の数を競うもの。
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（「武雄市子どもの生活実態調査集計結果報告書（速報）」を基に作成）

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
一
環
と
し
て

生
活
実
態
調
査
を
実
施
し
て
は

上
山
口
地
内
採
石
場
跡
地
の
問
題
の

こ
れ
か
ら
の
対
応
に
つ
い
て

三み

宅や
け

和か
ず

広ひ
ろ

議
員

結ゆ
う

城き

義よ
し

巳み

議
員

　
子
ど
も
の
貧
困
問
題
は
早
急

に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
で
あ
る
。
実
情
に
沿
っ
た

効
果
的
な
政
策
を
実
施
す
る
に

は
、
子
ど
も
の
生
活
実
態
調
査

を
実
施
し
、
天
童
市
で
の
子
ど

も
の
貧
困
の
実
態
を
把
握
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
昨
年
１１
月
に
山
形

県
が
子
ど
も
の
貧
困
に
関
す
る

調
査
を
実
施
し
た
。
市
町
村
、

児
童
相
談
所
等
の
関
係
機
関
や

児
童
養
護
施
設
の
入
所
児
童
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
生
活
保
護
受

給
世
帯
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査

を
実
施
し
た
も
の
で
、
ひ
と
り

親
世
帯
へ
の
支
援
を
充
実
す
る

必
要
が
あ
る
な
ど
の
多
く
の
課

①
こ
れ
ま
で
事
業
を
行
っ
て
き

た
事
業
者
か
ら
、
当
初
の
認
可

申
請
が
あ
っ
た
時
、
県
が
現
地

を
調
査
し
て
い
れ
ば
、
強
い
酸

性
の
岩
石
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
、
認
可
で
き
な
か
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
県
が
調
査
を
し
て
い

る
の
か
ど
う
か
、
市
長
は
把
握

し
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

②
事
業
予
定
者
に
採
石
事
業
が

引
き
継
が
れ
た
場
合
、
事
業
予

定
者
発
表
で
１０
万
㌧
の
産
業
廃

棄
物
の
搬
出
、
緑
化
復
元
の
対

応
も
承
継
さ
れ
る
の
か
。
ま

た
、
事
業
者
が
再
び
倒
産
し
た

場
合
、
法
的
に
担
保
さ
れ
る
の

か
。

③
採
石
現
場
は
強
い
酸
性
の
岩

題
が
示
さ
れ
た
。
天
童
市
と
し

て
は
、
県
の
調
査
結
果
を
十
分

に
活
用
し
、
県
な
ど
と
も
連
携

を
図
り
な
が
ら
子
ど
も
の
貧
困

対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

障
が
い
を
理
由
と
す
る

差
別
解
消
の
た
め
に

　
国
の
障
害
者
差
別
解
消
法
を

受
け
、
条
例
を
制
定
し
施
策
を

進
め
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。

基
本
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

は
、
市
と
し
て
積
極
的
に
取
り

組
む
姿
勢
を
示
す
こ
と
に
な

る
。
天
童
市
で
も
、
障
が
い
を

理
由
と
す
る
差
別
解
消
を
推
進

す
る
た
め
の
条
例
を
制
定
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

山
本
市
長　
現
在
、
第
３
次
障

が
い
者
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め

て
い
る
。
第
４
次
山
形
県
障
が

い
者
計
画
等
と
の
整
合
性
を
図

り
な
が
ら
、
様
々
な
課
題
や
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
総
合

的
な
施
策
の
方
向
性
を
示
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
障
害
者
差

別
解
消
法
や
県
の
条
例
に
基
づ

く
差
別
解
消
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
こ
の
プ
ラ
ン
に
位
置
付

け
、
市
民
や
事
業
者
に
対
す
る

啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

石
が
あ
り
、
河
川
に
流
出
す
れ

ば
自
然
環
境
が
破
壊
さ
れ
る
。

不
動
沢
川
は
魚
も
微
生
物
も
住

め
な
い
死
ん
だ
川
に
な
っ
た
。

毎
時
８０
㍉
の
雨
が
降
っ
た
と
さ

れ
る
平
成
１７
年
の
よ
う
な
集
中

豪
雨
に
襲
わ
れ
れ
ば
防
ぎ
よ
う

が
な
く
、
県
と
し
て
認
可
す
べ

き
で
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

山
本
市
長　
①
岩
石
採
取
事
業

に
つ
い
て
は
採
石
法
に
よ
っ
て

県
が
認
可
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
採
石
法
で
は
「
岩
石
の

採
取
が
他
人
に
危
害
を
及
ぼ

し
、
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設

を
損
傷
し
、
又
は
農
業
、
林
業

若
し
く
は
そ
の
他
の
産
業
の
利

益
を
損
じ
、
公
共
の
福
祉
に
反

す
る
と
認
め
る
と
き
は
認
可
を

し
て
は
な
ら
な
い
」
と
な
っ
て

い
る
。

②
産
業
廃
棄
物
と
思
わ
れ
る
大

量
の
が
れ
き
等
に
つ
い
て
は

量
、
搬
入
経
過
等
に
つ
い
て
十

分
な
調
査
を
尽
く
す
よ
う
県
に

対
し
要
請
し
て
い
る
。
採
石
場

跡
地
の
緑
化
復
元
に
つ
い
て
は

事
業
承
継
者
に
引
き
継
が
れ
る

と
県
か
ら
伺
っ
て
い
る
。

③
地
域
内
の
安
全
確
保
や
生
活

環
境
の
維
持
を
図
る
た
め
、
採

石
場
跡
地
の
水
処
理
計
画
が
実

効
性
の
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う

県
に
対
し
て
強
く
要
請
し
て
い

く
。
撤
回
を
求
め
る
要
望
書
が

地
元
住
民
か
ら
、
市
議
会
か
ら

は
環
境
保
全
の
遵
守
等
を
求
め

る
意
見
書
も
県
に
対
し
提
出
さ

れ
て
い
る
。今
後
、県
に
対
し
、

関
係
法
令
に
基
づ
き
、
適
切
な

対
応
を
取
る
よ
う
継
続
し
て
求

め
て
い
く
。

一 般 質 問
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銀
将

飛
車

飛
車

飛
車

金

金

金

馬

馬

馬

認知症サポーター養成講座を受講する中学生

本
市
の
生
活
困
窮
者
の
現
状
と
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
対
応
は

松ま
つ

田だ

光み
つ

也や

議
員

　
生
活
保
護
世
帯
数
が
年
々
増

加
し
て
い
る
中
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
制
度
と
生
活
保
護
制

度
を
ど
の
よ
う
に
働
か
せ
、
生

活
困
窮
者
の
自
立
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
。
成
果
・
課

題
は
。

山
本
市
長　
平
成
２７
年
度
か
ら

自
立
相
談
支
援
事
業
と
住
居
確

保
給
付
金
の
支
給
事
業
を
市
の

委
託
を
受
け
た
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
相
談
窓
口
を
設
置
し
、

２
名
の
相
談
員
を
配
置
し
て
い

る
。
平
成
２８
年
度
の
新
規
相
談

件
数
は
前
年
度
よ
り
１５
人
多
い

１
３
６
人
で
、
延
べ
相
談
件
数

は
３
９
５
件
多
い
、
１
２
６
５

件
で
あ
っ
た
。
困
窮
者
の
自
立

に
向
け
た
相
談
や
住
ま
い
の
相

談
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
生
活
保
護
２
２
９
世
帯

の
う
ち
、
１８
歳
未
満
の
児
童
の

い
る
世
帯
が
１１
世
帯
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
生
活
困
窮
者
世
帯

に
対
す
る
学
習
支
援
事
業
は
現

在
行
っ
て
い
な
い
が
、
生
活
困

窮
の
連
鎖
を
防
止
す
る
上
で
有

効
で
あ
る
と
考
え
、
今
後
事
業

実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

住
み
慣
れ
た
家
や
地
域
で

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
高
齢
者
が
認
知
症
に
な
っ
て

も
、
住
み
慣
れ
た
家
や
地
域
で

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
り

組
み
が
ま
す
ま
す
重
要
と
考
え

る
。
市
民
の
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
認
知
度
も
ま
だ
低
く
感

じ
る
が
、
養
成
講
座
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

山
本
市
長　
平
成
２０
年
度
か
ら

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
７３
回
行

わ
れ
、
４
６
６
８
名
の
サ
ポ
ー

タ
ー
が
誕
生
し
て
い
る
。
今
年

度
は
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た

新
た
な
講
座
の
取
り
組
み
を
試

み
て
い
く
。
今
後
と
も
、
認
知

症
が
発
生
し
て
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

議 会 の う ご き
■４月
　２４日　議会運営委員会、第１回市議会臨時会
　　　　市長要請環境福祉常任委員会（待機児童の状

況について）
　　　　環境福祉常任委員会所管事務調査（放課後児

童クラブ外）
　２７日　市長要請総務教育常任委員会（ふるさと納税

の返礼品に係る総務大臣通知について）
　２８日　広報委員会
■５月
　９日　議会運営委員会
　　　　福井県越前市議会視察来童（～１０日）
　９日～１１日　議会報告・意見交換会（市内１２会場）
　１２日　岡山県笠岡市議会視察来童
　１７日～１９日　各常任委員会行政視察
　２２日　議会運営委員会、市長要請各派代表者会（平

成３０年度重要事業要望書について外）
　２３日　全国温泉所在都市議会議長会総会（議長、局

長／東京）
　２４日　第９３回全国市議会議長会定期総会（議長、局

長／東京）
　　　　福井県勝山市議会視察来童
　２６日　市長要請環境福祉常任委員会（ＮＰＯ法人に

よる自立支援給付費等の不正請求に対する対
応について）

　３１日　議会運営委員会
　　　　市長要請全員協議会（公益財団法人天童市文

化・スポーツ振興事業団外の経営状況並びに
事業計画の報告について）

　　　　広報委員会
　　　　市長要請総務教育常任委員会（ふるさと納税

に係る返礼品の見直しについて）
■６月
　１日～２日　さくらんぼトップセールス（議長、市

長／東京）
　５日　議会運営委員会
　１２日～２３日　第２回市議会定例会
　１２日　広報委員会
　１９日　市長要請環境福祉常任委員会（天童市老人保

養センターの基本構想の策定に係る基本方針
案について外）

　２２日　議会運営委員会
　２３日　市長要請総務教育常任委員会（第七次天童市

総合計画策定に係るまちづくり市民アンケー
ト調査の結果について外）

　　　　広報委員会
　２９日　宮崎県東

ひがし
臼
うす
杵
き
郡
ぐん
門
かど
川
がわ
町
ちょう
議会視察来童

■７月
　６日　各派代表者会
　１０日　広報委員会
　　　　大分県国

くに
東
さき
市
し
議会視察来童

　１１日～１３日　政和会先進地視察（大分県杵
き
築
つき
市
し
、中

津市、別府市）
　１８日　広報委員会
　１９日　市長要請環境福祉常任委員会（天童市民病院

中期経営計画の進捗状況について外）
　　　　市長要請総務教育常任委員会
　　　　（第七次天童市総合計画基本構想案について）
　２０日　三重県津市議会視察来童
　２４日　愛知県大

おお
府
ぶ
市
し
議会視察来童

　２５日　愛知県知多市議会視察来童
　２６日　東京都瑞

みず
穂
ほ
町
まち
議会視察来童

一 般 質 問

てんどう市議会だより №1577



解体前の蔵増北公民館

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
天
童
市
の
特
産
品ワゴンショップの

　イメージ図

予算特別委員会
平成２９年度一般会計補正予算
３億１０３５万７０００円を増額補正

防
災
行
政
無
線
を

デ
ジ
タ
ル
化

委
員　
防
災
に
関
す
る
経
費
８

５
２
０
万
円
の
内
容
は
。

危
機
管
理
室
長　
現
在
、
使
用

し
て
い
る
防
災
行
政
無
線
は
ア

ナ
ロ
グ
無
線
で
あ
る
が
、
電
波

法
が
改
正
さ
れ
、
２
０
２
２
年

１２
月
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な

る
。
そ
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
整
備
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

整
備
内
容
は
、
庁
舎
に
置
く
基

地
局
の
他
に
、
中
継
局
１
局
、

公
民
館
や
庁
舎
内
に
配
備
す
る

半
固
定
局
と
携
帯
局
が
２１
局
、

車
載
局
が
９
局
、
合
計
３２
局
で

あ
る
。
来
年
３
月
ま
で
に
工
事

を
完
了
し
４
月
か
ら
使
用
し
た

い
。蔵

増
北
公
民
館
改
築
へ

補
助

委
員　
２
６
０
０
万
円
補
助
の

内
訳
及
び
改
築
の
内
容
は
。

生
涯
学
習
課
長　
改
築
事
業
費

４
７
８
２
万
円
の
内
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
費
補
助
金
と

し
て
１
５
０
０
万
円
、
公
民
館

整
備
費
補
助
金
と
し
て
１
０
０

０
万
円
を
補
助
。
残
り
の
費
用

は
地
元
負
担
と
な
る
。
建
物
は

木
造
平
屋
建
て
で
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
配
慮
し
て
い
る
。
他
に

　
一
般
会
計
３
億
１
０
３
５
万
７
０
０
０
円
を
追
加
す
る
補
正

予
算
は
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
さ
れ
た
後
、
本

会
議
に
お
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

備
品
購
入
及
び
外
構
工
事
も
行

い
、
公
民
館
整
備
費
補
助
金
１

０
０
万
円
を
補
助
す
る
。

み
ん
な
で
認
知
症
を

支
え
る

委
員　
老
人
福
祉
費
５０
万
円
の

内
容
は
。

保
険
給
付
課
長　
市
内
の
介
護

事
業
所
の
職
員
を
対
象
に
、
高

齢
者
に
対
す
る
認
知
症
の
ケ
ア

な
ど
の
研
修
会
を
開
催
す
る
団

体
に
対
す
る
補
助
金
。
研
修
修

了
者
が
い
る
事
業
所
を
地
域
の

「
ま
ち
か
ど
介
護
相
談
所
」
と

し
て
位
置
付
け
、
認
知
症
に
関

す
る
地
域
支
援
体
制
を
整
備
す

る
も
の
。

意
欲
あ
る
畜
産
業
へ
の

支
援

委
員　
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強

化
整
備
等
特
別
対
策
事
業
費
補

助
金
６
６
５
１
万
３
０
０
０
円

の
内
訳
は
。

農
林
課
長　
意
欲
あ
る
畜
産
業

へ
の
規
模
拡
大
、
経
営
安
定
に

向
け
た
支
援
と
な
る
。
１
社

に
、
牛
舎
改
築
な
ど
１
億
４
９

０
０
万
円
の
総
事
業
費
の
補
助

対
象
１
億
３
３
０
２
万
円
の
２

分
の
１
を
補
助
金
と
し
て
交
付

す
る
も
の
。

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
育
成
と

物
産
振
興
へ

委
員　
三
市
連
携
観
光
地
域
づ

く
り
推
進
協
議
会
負
担
金
５
０

０
万
円
の
負
担
割
合
は
。

商
工
観
光
課
長　
山
形
市
・
上

山
市
・
天
童
市
の
三
市
が
連
携

し
、
観
光
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
強

化
を
担
う
協
議
会
と
な
る
。
今

回
は
、
国
の
交
付
金
の
追
加
内

示
に
よ
る
増
額
に
伴
い
、
国
内

外
の
１０
ケ
所
の
国
際
空
港
等
の

観
光
拠
点
等
に
電
子
広
告
看
板

と
ワ
ゴ
ン
シ
ョ
ッ
プ
を
設
置
し

て
地
域
の
新
ブ
ラ
ン
ド
育
成
と

物
産
振
興
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
各
市
の
負
担
金
は

平成29年8月1日発行 8



提出された議案とその結果
　平成２９年度第１回臨時会が開催され、原案のとおり可決されました。また、平成２９年度第２回定例会に
提出された議案とその結果は次のとおりです。

議案番号 件　　　　　名 結　果

報第７号 天童市土地開発公社の経営状況並
びに事業計画の報告について 報　告

報第８号
公益財団法人天童市文化・スポー
ツ振興事業団の経営状況並びに事
業計画の報告について

報　告

報第９号 株式会社スポーツクラブ天童の経営
状況並びに事業計画の報告について 報　告

報第１０号 平成２８年度天童市情報公開条例の
運用状況の報告について 報　告

議第４号 平成２９年度天童市一般会計補正予
算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第５号 天童市工場立地法に基づく地域準則
を定める条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第６号 町の区域の新設並びに字の区域の
変更及び廃止について

原案可決
（全会一致）

議第７号
市道矢野目高擶線道路改良工事
（橋梁上部工）請負契約の一部変
更について

原案可決
（全会一致）

議第８号～
� 議第２６号

天童市農業委員会委員の任命につ
いて

同　意
（全会一致）

第１回臨時会（４月２４日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第１号
平成２８年度天童市一般会計補正予
算（第９号）の専決処分の承認を
求めることについて

承　認
（全会一致）

報第２号
天童市市税条例の一部を改正する
条例の専決処分の承認を求めるこ
とについて

承　認
（全会一致）

報第３号
交通事故に係る損害賠償の額の決
定についての専決処分の報告につ
いて

報　告

議第１号 天童市個人情報保護条例等の一部
改正について

原案可決
（全会一致）

議第２号 天童市市税条例の一部改正につい
て

原案可決
（全会一致）

議第３号
住居表示を実施すべき市街地の区
域及び当該区域内住居表示の方法
について

原案可決
（全会一致）

第２回定例会（６月１２日～２３日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第４号 平成２８年度天童市一般会計予算繰
越明許費の報告について 報　告

報第５号
平成２８年度天童市工業団地整備事
業特別会計予算繰越明許費の報告
について

報　告

報第６号 平成２８年度天童市水道事業会計予
算繰越しの報告について 報　告

〈委員会提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果
委員会提出
議案第１号

天童市民の生活環境を守るための
意見書の提出について

原案可決
（全会一致）

山
形
市
１
０
０
０
万
円
、
上

山
・
天
童
市
が
５
０
０
万
円
と

な
り
、
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
の
人

件
費
、
ワ
ゴ
ン
制
作
費
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
費
等
に
充
て
る
も

の
。市

道
と
歩
道
の

舗
装
整
備

委
員　
道
路
の
管
理
に
要
す
る

経
費
約
７
１
８
５
万
円
の
内
容

は
。

建
設
課
長　
長
寿
命
化
対
策
の

た
め
に
、
市
道
三
中
成
生
１
号

線
と
矢
野
目
高
擶
線
の
舗
装
工

事
、
他
に
市
役
所
庁
舎
北
側
市

一般会計補正予算（第１号）の
あらまし

補正額　３億１０３５万７０００円
主な内容� （単位：万円）

防災対策に要する経費 ８，５２０
在宅老人の福祉に要する経費 ５０
畜産・酪農収益力強化整備等特別対
策事業費補助金 ６，６５１

三市連携観光地域づくり推進協議会
負担金 ５００

道路の管理に要する経費 ７，１８５
地方道路の新設改良に要する経費 ３，９６９
公園の管理に要する経費 １，１６０
自主防災組織等の育成に要する経費 １２０
社会教育一般に要する経費 ２５０
公民館の管理運営に要する経費 ２，６００

道
の
両
側
歩
道
の
舗
装
工
事
等

を
行
う
。
国
か
ら
の
内
示
額
が

確
定
し
、
増
額
な
る
た
め
に
補

正
す
る
も
の
。

公
園
施
設
の
改
修

委
員　
公
園
の
管
理
に
要
す
る

経
費
１
１
６
０
万
円
の
内
容
と

増
額
理
由
は
。

都
市
計
画
課
長　
国
か
ら
の
内

示
額
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
る

増
額
で
あ
り
、
小
畑
東
公
園
の

ト
イ
レ
改
修
等
に
係
る
設
計
及

び
整
備
工
事
費
と
、
公
園
遊
具

更
新
工
事
に
お
い
て
、
３
遊
具

を
追
加
す
る
も
の
。
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農
地
利
用
の
最
適
化
（
担
い

手
へ
の
集
積
・
集
約
・
遊
休
農

地
の
解
消
な
ど
）
を
強
力
に
進

め
て
い
く
た
め
に
農
業
委
員
会

の
業
務
の
重
点
化
な
ど
、
制
度

の
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
選
挙
に
よ
っ
て
選

出
さ
れ
て
い
た
農
業
委
員
会
委

員
が
、
推
薦
又
は
公
募
に
よ
る

応
募
者
か
ら
市
長
が
任
命
す
る

仕
組
み
に
変
わ
り
ま
し
た
。
こ

新
制
度
に
よ
る

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

秋保　茂男 氏（蔵　増）
梅津　節子 氏（矢野目）
遠藤　市雄 氏（貫　津）
太田　博巳 氏（藤内新田）
片桐　久雄 氏（道　満）
熊澤　八弘 氏（窪野目）
今野　　滋 氏（上荻野戸）
齋藤　照一 氏（高　木）
佐藤　悦雄 氏（矢野目）
佐藤　善治 氏（荒　谷）

清野　貢市 氏（成　生）
那須　桂子 氏（高擶南）
長谷川喜久 氏（高擶北）
原田洸一郎 氏（川原子）
細矢　幸市 氏（大清水）
堀越　重助 氏（小　路）
松田　康政 氏（山　口）
三宅　藤義 氏（高擶北）
横山　　愛 氏（田鶴町）

（任期平成２９年７月２０日から平成３２年７月１９日まで）

れ
は
地
域
の
農
業
を

リ
ー
ド
す
る
担
い
手

が
、
透
明
な
プ
ロ
セ

ス
を
経
て
委
員
に
就

任
す
る
よ
う
に
す
る

た
め
で
す
。
新
し
い

選
出
方
法
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◦‌�

議
会
の
同
意
を
要

件
と
す
る
市
長
の

任
命
制
と
す
る
。

◦‌�

原
則
と
し
て
過
半

数
を
認
定
農
業
者

と
す
る
。

◦‌�

農
業
者
以
外
の
者

で
中
立
的
な
立
場

意
見
書
の
提
出

　
本
市
議
会
環
境
福
祉
常
任
委

員
会
が
、
上
山
口
地
内
の
採
石

場
跡
地
で
計
画
さ
れ
て
い
る
事

業
に
対
し
、
環
境
を
守
る
た
め

の
意
見
書
を
６
月
１２
日
の
本
会

議
に
上
程
し
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
直
ち
に
、
事
業
の

許
認
可
権
者
で
あ
る
山
形
県
知

事
に
対
し
、
市
議
会
と
し
て
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

▼‌�

天
童
市
民
の
生
活
環
境
を
守

る
た
め
の
意
見
書

　
天
童
市
で
は
、
緑
あ
る
住
み

よ
い
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
お
り
、
公
害
を
未
然
に

防
止
す
る
と
と
も
に
、
大
気
や

水
質
・
土
壌
な
ど
の
自
然
環
境

を
良
好
な
状
態
に
保
持
し
、
地

域
の
環
境
保
全
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　
現
在
、
本
市
上
山
口
地
内
の

採
石
場
跡
地
に
お
い
て
、
事
業

予
定
者
に
よ
り
岩
石
の
採
取
事

業
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
地
域
住
民
を
始
め
、
市
民

へ
の
事
業
内
容
の
説
明
が
不
十

分
で
あ
り
、
当
該
事
業
に
対
す

る
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
自
然
環
境
の

悪
化
や
交
通
量
の
増
大
な
ど
、

地
域
住
民
の
生
活
環
境
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
と
と
も
に
、

不
測
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
農
畜
産
物
等
へ
の
風
評
被

害
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
た
め
、

地
元
自
治
会
や
市
内
の
各
種
団

体
か
ら
事
業
の
撤
回
を
求
め
る

要
望
書
や
意
見
書
が
本
市
に
提

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
天
童
市
民
が
安
全

で
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
強

く
要
望
し
ま
す
。

１‌�　
事
業
計
画
区
域
内
の
現
在

の
状
況
を
十
分
に
調
査
し
、

事
業
予
定
者
に
対
し
関
係
法

令
に
基
づ
い
た
環
境
保
全
の

遵
守
と
施
設
等
の
管
理
の
徹

底
を
指
導
す
る
こ
と
。

　

‌�　
調
査
の
結
果
、
法
令
違
反

が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
山

形
県
が
原
状
の
回
復
に
つ
い

て
最
優
先
に
取
り
組
む
こ

と
。
対
応
に
つ
い
て
は
、
地

域
住
民
及
び
天
童
市
と
事
前

に
協
議
を
行
い
、
理
解
を
得

た
上
で
実
施
す
る
こ
と
。

２‌�　
事
業
予
定
者
の
事
業
計
画

に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
を

始
め
、
市
民
へ
の
内
容
説
明

が
不
十
分
で
あ
り
、
当
該
事

業
に
対
す
る
理
解
が
得
ら
れ

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
住
民
の
生
活
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
地
元
自
治
会
や
各
種

団
体
の
意
向
に
十
分
に
考
慮

す
る
こ
と
。

提
出
先
＝
山
形
県
知
事

で
公
正
な
判
断
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
者
を
１
人
以
上
入

れ
る
。

◦‌�

女
性
・
青
年
も
積
極
的
に
登

用
す
る
。

　
こ
の
度
、
現
農
業
委
員
会
委

員
が
平
成
２９
年
７
月
１９
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
に
な
る
こ
と

に
伴
い
、
新
し
い
制
度
で
次
の

１９
人
を
農
業
委
員
会
委
員
に
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
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教えて っすケケロロ

埼玉県和光市での視察

　
本
市
で
は
、
平
成
２６
年
３
月

に
天
童
市
議
会
基
本
条
例
を
議

員
発
議
で
制
定
し
、
市
民
の
福

祉
の
向
上
と
地
域
の
活
力
あ
る

発
展
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

議
会
運
営
委
員
会
に
お
い

て
、
議
会
運
営
及
び
常
任
委
員

会
活
動
の
活
性
化
を
図
る
観
点

か
ら
２
つ
の
項
目
に
つ
い
て
見

直
し
の
提
案
が
あ
り
、
昨
年
の

９
月
よ
り
協
議
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
３
月
に
議
長
か

ら
議
会
運
営
委
員
長
に
対
し

て
、
５
月
末
ま
で
検
討
し
答
申

す
る
よ
う
諮
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
議
員
研
修
会
や
他

市
へ
の
視
察
研
修
を
実
施
し
て

検
討
を
重
ね
、
全
員
協
議
会
で

も
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
内
容
と
結
果
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

①‌�

予
算
・
決
算
議
案
の
審
査
方

法
に
つ
い
て

　
現
在
、
予
算
・
決
算
議
案
は

全
議
員
に
よ
る
特
別
委
員
会
を

議
会
運
営
に
関
す
る
検
討
内
容
を
報
告
し
ま
す

設
置
し
全
議
員
で
審
査
し
て
い

ま
す
。

　
協
議
の
中
で
は
、
各
常
任
委

員
会
の
所
管
ご
と
に
分
割
し
て

審
査
す
る
方
法
に
見
直
す
こ
と

に
よ
り
、
よ
り
専
門
的
に
掘
り

下
げ
て
議
論
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
検
討
の
結
果
、
全
議
員
で
審

査
を
行
い
、
す
べ
て
の
予
算
・

決
算
議
案
に
関
わ
っ
て
意
見
を

述
べ
る
方
が
良
い
と
い
う
意
見

が
多
く
出
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
全
議
員
に
よ
る
審
査
方
法

を
当
面
継
続
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
今
後
と
も
、
引
き
続
き
議
会

運
営
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
ま
す
。

②‌�

議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
に

つ
い
て

　
現
在
、
年
２
回
、
市
内
１２
市

立
公
民
館
で
行
っ
て
い
る
議
会

報
告
・
意
見
交
換
会
の
実
施
方

法
に
つ
い
て
、
常
任
委
員
会
ご

　５月２４日に行われた第９３回全国
市議会議長会定期総会において、
全国市議会議長会産業経済委員と
して会務に精励されたことに対し
て感謝状が贈られました。

　本市議会では、議会だより等で政務活動費の収支報告を
公表してきました。
　この度、平成２８年度分から収支報告に加え、領収書も
ホームページで公開しております。
　今後も政務活動費の使途の透明性を確保し、開かれた議
会を目指し努めてまいります。

　市議会の会議録は、図書館と市立公民館に備え
ております。また、天童市のホームページでは平
成１３年以降の会議録が閲覧できます。一般質問に
対する市長や教育長等の答弁のほか、予算・決算
特別委員会における質疑と答弁が全て記載されて
います。ぜひご覧ください。

　議会の会期中、本会議をインターネットにて生
中継しています。また後日、録画の配信を行って
おります。録画の配信は、本会議開催日のおおむ
ね７日後から配信します。

鈴木照一議長に感謝状 政務活動費の領収書を市ホームページで公開

会議録が閲覧できます インターネットで議会中継

　　円滑な議会運営のため、議案の取
り扱いや会期の決定など議会運営全般
について協議する委員会。会派の人数
に応じて７名の委員で構成。

議会運営委員会とは？Ｑ
Ａ

と
に
各
種
団
体
に
赴
い
て
実
施

す
る
方
法
を
含
め
、
引
き
続
き

検
討
を
行
い
ま
す
。

http://www.city.tendo.yamagata.jp
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議
会
報
告
・

 
意
見
交
換
会

特集１

１班

３班

２班

４班

干布・天童北部・長岡

天童南部・蔵増・成生

天童中部・寺津・津山

高擶・山口・荒谷

伊藤和子、結城義巳、村山俊雄、
佐藤俊弥、熊澤光吏

水戸　保、山崎　諭、狩野佳和、
水戸芳美、三宅和広

赤塚幸一郎、山口桂子、松田光也、
武田正二、渡辺博司

石垣昭一、後藤和信、遠藤敬知、
遠藤喜昭、笹原隆義

　
会
場
に
よ
っ
て
は
、
参
加
者
を
集

め
る
た
め
、
会
議
の
日
程
を
調
整
し

て
く
れ
た
地
域
も
あ
り
、
ご
配
慮
に

感
謝
し
た
い
。

　
地
元
の
環
境
整
備
に
関
す
る
意
見

が
多
く
、高
齢
者
問
題
、防
災
対
応
、

交
通
対
策
な
ど
広
範
な
意
見
が
聞
か

れ
た
。
市
政
に
反
映
さ
せ
る
努
力
を

し
た
い
。

　
気
軽
に
意
見
交
換
で
き
る
よ
う
な

雰
囲
気
や
、
女
性
が
参
加
し
や
す
い

時
間
帯
の
設
定
な
ど
も
考
え
て
い
き

た
い
。�

（
班
長　
伊
藤
和
子
）

　
今
回
は
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
新
ス

タ
ジ
ア
ム
建
設
を
テ
ー
マ
に
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
地
域
に
よ
る
温
度
差

が
あ
っ
た
が
、
住
ま
い
が
ス
タ
ジ
ア

ム
近
く
の
参
加
者
は
、
１
週
間
か
け

て
山
形
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
２１
世
紀
協

会
や
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
に
出
向

き
、
調
査
し
た
情
報
を
提
供
し
て
く

れ
た
。
既
存
施
設
の
周
辺
に
建
設
し

て
ほ
し
い
が
、
負
担
金
等
も
あ
る
の

で
慎
重
に
進
め
て
ほ
し
い
と
い
う
意

見
も
出
さ
れ
た
。

�

（
班
長　
水
戸　
保
）

　
３
地
区
と
も
に
前
回
を
上
回
る
参

加
者
が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
と

な
っ
た
。

　

特
に
、「
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う

介
護
施
設
の
あ
り
方
や
包
括
ケ
ア
の

進
め
方
」、「
周
辺
地
域
の
深
刻
な
少

子
化
に
よ
る
住
宅
団
地
開
発
の
必
要

性
」、「
自
治
町
内
会
の
費
用
負
担
の

あ
り
方
」
な
ど
が
話
題
と
な
っ
た
。

ま
た
サ
ッ
カ
ー
新
ス
タ
ジ
ア
ム
誘
致

に
関
し
て
は
概
ね
賛
意
の
声
が
聞
か

れ
た
。

�

（
班
長　
赤
塚
幸
一
郎
）

　
議
会
報
告
会
参
加
者
は
１０
名
～
２０

名
前
後
で
あ
る
が
、
１０
回
目
と
回
を

重
ね
る
こ
と
で
定
着
し
た
も
の
と
思

う
。
し
か
し
、
女
性
の
参
加
者
が
少

な
く
一
考
を
要
す
る
も
の
だ
と
思
っ

た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
、
信
号
機

設
置
や
採
石
場
跡
地
問
題
等
が
提
起

さ
れ
活
発
な
意
見
交
換
と
な
っ
た
。

切
実
な
地
域
課
題
に
議
会
と
し
て
ど

う
対
応
す
る
の
か
問
わ
れ
て
い
る
。

議
会
報
告
会
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

�

（
班
長　
石
垣
昭
一
）

　
１０
回
目
と
な
る
議
会
報
告
・

意
見
交
換
会
を
、
５
月
９
日
か

ら
１１
日
ま
で
市
内
１２
カ
所
で
開

催
し
ま
し
た
。
前
回
開
催
よ
り

も
５５
名
多
い
１
６
５
名
の
参
加

を
い
た
だ
き
、
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
議
会
の
活
動
状
況
等
の
報
告

と
、
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
新
ス

タ
ジ
ア
ム
建
設
の
話
題
の
ほ

か
、
地
域
の
身
近
な
課
題
な
ど

に
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　
議
会
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望

等
は
、
議
会
運
営
委
員
会
で
議

会
と
し
て
対
応
を
協
議
す
る
と

と
も
に
、
市
政
に
対
す
る
も
の

は
、
市
民
の
皆
様
の
貴
重
な
声

と
受
け
止
め
、
議
会
か
ら
の
提

言
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
市
長
等
に
文
書
で
提
出

し
ま
す
。

　

な
お
、
各
会
場
の
報
告
書

（
簡
易
な
会
議
録
）
は
、
市
立

公
民
館
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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‌�モンテディオ山形
とコラボしたご当
地ディーオ（将棋の
駒を持った棋士）

議会・議員に対する意見・要望等（アンケートから抜粋）
○議会報告・意見交換会の運営等
＊�若い人の参加者が少ない。
＊�各地域の生活に役立つような議題を提示すれば参加人
数が増えるのでは。
＊�市民の意見がどれだけ市政に反映されているか疑問で
ある。形式的なもののような気がする。
＊�勉強になりました。ただし、各議員のアイデア等、
もっと述べていただきたかったです。
＊�今回のテーマが「新スタジアム建設について」だった
ので参加したが、ほとんど他の議論が多く大変つまら
なかった。自己主張の会のようだった。
＊�報告はもっとわかりやすく話すこと。例などを挙げ、
苦労したことや問題解決したこと、市民の利益になっ
たことなどを説明してほしい。研修の成果等は一人ひ
とり自分が感じたことを発表してほしい。
＊�議会報告・意見交換会という名目でなく、地域の方々
と議員との意見交換会にしてはどうか。
＊�市議会だよりが充実している点も不参加の理由の一つ
ではないかと思う。５月９日と新年度が始まった時期
は各会合、行事が目白押しであり、不参加の理由と思
われる。打開策として干布地域では干布地域社会福祉
協議会理事会を開催している。
＊�一人からの意見は１～２個にすべきである。一人のみ
に多数の意見を述べさせるのはいかがなものか。
＊�意見要望など一方的になる。一つ一つに何か回答があ
れば議会報告も盛り上がると思います。

ア ン ケ ー ト
天童南部 天童中部 天童北部 成　生 蔵　増 寺　津 津　山

参
加
者
数

男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計
３ ０ ３ ８ ４ １２ １１ ０ １１ １６ ０ １６ １９ ０ １９ １３ ３ １６ １３ ０ １３
山　口 高　擶 長　岡 干　布 荒　谷 合　計 アンケート

男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 回答数 回答率
１１ １ １２ ２０ ３ ２３ １１ １ １２ １８ １ １９ ９ ０ ９ １５２ １３ １６５ １４７ ８９．１％

評価する73％

どちらとも
21％

未記入5％評価しない1％

【評価（市民との意見交換を行うこと）】

【年齢】 【分かりやすさ】

未記入8％

ふつう８４％

短い5％

【参加回数】

長い3％

説明分かり
易い49％

どちらとも
35％

分かり難い
5％

未記入11％

【時間】

公民館だより
24％

議会だより
27％

市報25％

公民館誘い7％

議員誘い
9％

議会ＨＰ
2％

その他4％チラシ2％

【開催を何で知りましたか】

○議員・議会への要望等
＊�議員の皆さんに市全体、平均的な市政の取り組みを期
待する。
＊�天童市上山口地内の採石場跡地の状況について各地区
に波及するよう声掛けをお願いします。
＊�初めての参加で議員さんの顔、生の声が聞けてよかった
です。活気ある街づくりの意気込みは感じられました。

○市政への意見・要望等
＊�新スタジアムを天童市に造ってもら
うには何と言っても市民の盛り上げ
が必要に思う。例えば、天童市に１２
地区あるが各地区ごとに応援デーを
設け、何らかの特典を与える。
＊�サッカー場を天童に持ってくるので
あれば中途半端な球場でなく、他の
サッカー場等を見て作ってもらいた
い。天童は野球場にしても観客席も
少なく、二軍のゲームは良いけど一
軍は使えない。鹿島アントラーズの
鹿島スタジアム、埼玉の浦和スタジ
アム等を見学に行ってもらい参考に
して作ってもらいたい。将来、一部
リーグを目指しているので立派な球
場を作る必要があると思います。

＊�市立美術館がいつも閑散としているような気がするの
で、もっと活用してみてはどうでしょう。図書館の老
朽化も問題だと思います。

４回目２％

３回目１７％

２回目46％

はじめて34％

未記入1％４０歳代2％

５０歳代6％

６０歳代64％

７０歳代23％

８０歳以上3％
未記入1％

てんどう市議会だより №15713



ノー部活デーについて説明を受ける委員

先進地 に学ぶ
行政視察の報告

　本市議会では、常任委員会ごとに、
先進的で魅力ある行政施策を実施して
いる自治体などへの行政視察を行って
おり、視察調査事項に関連する部署の
市職員も同行しています。
　行政視察の成果は、市議会の中で、
本市が抱える行政課題や市への提言等
に反映され、今後のまちづくりに活か
されています。
　５月１７日から１９日に実施した行政視
察の内容をご報告します。

総
務
教
育
常
任
委
員
会

環
境
福
祉
常
任
委
員
会

兵
庫
県
姫ひ
め

路じ

市

中
学
校
の
ノ
ー
部
活
デ
ー

　
世
界
文
化
遺
産
で
国
宝
の
姫

路
城
で
知
ら
れ
る
姫
路
市
は
、

人
口
約
５３
万
５
０
０
０
人
で
播

磨
地
域
の
中
核
都
市
で
あ
る
。

　
姫
路
市
教
育
委
員
会
は
生
徒

や
教
職
員
の
適
切
な
休
養
の
た

め
、
全
中
学
校
で
ノ
ー
部
活

デ
ー
を
完
全
実
施
し
て
い
る
。

部
活
動
の
加
入
率
は
８８
・
６
㌫

で
非
常
勤
嘱
託
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
外
部
指
導
者
を
招
き
強
化

を
図
っ
て
い
る
。
学
校
や
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
適
切
な
部
活

福
岡
県
古こ

賀が

市

公
民
館
拠
点
の
健
康
づ
く
り

　
古
賀
市
は
、
福
岡
市
の
北
東

１５
㌔
㍍
に
位
置
し
、
人
口
５
万

９
０
０
０
人
弱
で
、
西
部
は
玄

界
灘
が
あ
る
。「
ヘ
ル
ス
・
ス

動
の
運
営
の
た
め
、
部
活
動
運

営
懇
話
会
を
定
期
的
に
開
催
し

て
い
る
。

　
教
職
員
の
超
過
勤
務
の
縮
減

の
た
め
の
取
り
組
み
で
も
あ
る

が
、
生
徒
の
ノ
ー
部
活
デ
ー
の

過
ご
し
方
が
課
題
で
あ
る
。

兵
庫
県
三さ
ん

田だ

市

企
業
連
携
消
防
団

　
三
田
市
は
、
平
成
９
年
ま
で

１０
年
連
続
人
口
増
加
率
日
本
一

で
、
神
戸
や
大
阪
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
急
成
長
、
人
口
約

１１
万
３
０
０
０
人
。

　
消
防
団
組
織
は
７
分
団
で
団

テ
ー
シ
ョ
ン
」
事
業
を
平
成
２６

年
か
ら
開
始
し
て
お
り
、
公
民

館
を
拠
点
に
人
材
育
成
と
健
康

づ
く
り
を
一
体
的
に
進
め
る
取

り
組
み
で
あ
る
。
健
康
づ
く
り

推
進
員
が
、
各
地
区
や
学
校
、

企
業
、
公
共
施
設
な
ど
で
、
子

員
７
０
４
名
（
女
性
１２
名
）。

団
員
の
高
齢
化
、
さ
ら
に
７９
㌫

が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
昼
間
の
災

害
対
応
が
難
し
い
状
況
に
あ

る
。
そ
の
た
め
、
工
業
団
地
内

の
防
災
力
向
上
策
と
し
て
企
業

消
防
団
を
設
置
し
て
い
た
。
機

能
別
消
防
団
と
し
て
団
地
内
の

災
害
発
生
時
に
対
応
し
、
出
動

手
当
３
０
０
０
円
の
み
を
支
給

し
報
酬
は
な
い
。

　
企
業
の
理
解
は
も
と
よ
り
、

活
動
時
間
・
範
囲
の
制
約
や
訓

練
不
足
等
、
課
題
も
多
い
。

兵
庫
県
西に
し
の
宮み
や
市

未
来
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業

　
甲
子
園
球
場
の
あ
る
西
宮
市

は
、
大
阪
と
神
戸
の
中
間
に
位

置
し
た
阪
神
都
市
圏
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
で
人
口
約
４８
万
８
０
０

０
人
。

　
市
民
の
提
案
に
基
づ
く
、
市

民
と
行
政
協
働
で
の
助
成
事
業

を
条
例
制
定
し
実
施
し
て
い

る
。
審
査
会
の
意
見
を
踏
ま
え

市
が
事
業
を
採
択
し
、
事
業
の

実
施
後
、
評
価
委
員
会
に
お
い

て
評
価・検
証
を
行
っ
て
い
る
。

　
全
面
施
行
か
ら
７
年
経
過
、

制
度
の
課
題
も
多
く
、
年
々
市

民
の
提
案
が
減
少
。
今
年
休
止

し
て
制
度
の
見
直
し
や
継
続
是

非
を
含
め
た
検
討
を
行
っ
て
お

り
、
市
民
意
識
を
ど
う
高
め
る

か
が
課
題
で
あ
る
。

�

（
委
員
長　
遠
藤
敬
知
）

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対
象

に
骨
密
度
測
定
器
や
、
各
種
測

定
機
器
を
使
っ
て
測
定
体
験

し
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
っ

て
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
に

役
立
て
て
い
る
。
特
に
地
域
住

民
が
主
体
と
な
り
、
公
民
館
を

拠
点
に
骨
密
度
の
重
要
性
を
理

解
し
健
康
づ
く
り
に
活
か
す
取

り
組
み
は
参
考
に
成
り
得
る
。

福
岡
県
三み
ず
ま潴
郡ぐ
ん
大お
お
木き

町ま
ち

バ
イ
オ
ガ
ス
シ
ス
テ
ム

（
お
お
き
循
環
セ
ン
タ
ー

�

「
く
る
る
ん
」
視
察
）

　
大
木
町
は
、
福
岡
県
南
部
筑

後
平
野
の
中
央
部
、
水
郷
柳
川

に
隣
接
し
た
農
業
の
町
で
人
口

約
１
万
４
０
０
０
人
。
持
続
可

能
な
循
環
の
ま
ち
を
め
ざ
し
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電気柵を現地視察 ごみ処理循環施設「くるるん」の現地視察

特集２

先進地 に学ぶ
常任委員会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

福
井
県
あ
わ
ら
市

人
気
漫
画
を
活
用
し
た
観
光
振
興

　
人
口
２
万
８
０
０
０
人
の
あ

わ
ら
市
は
、
将
棋
の
人
気
漫
画

「
３
月
の
ラ
イ
オ
ン
」
を
活
用

し
た
本
市
の
取
り
組
み
と
同
じ

く
、
競
技
か
る
た
を
題
材
に
し

た
人
気
漫
画
「
ち
は
や
ふ
る
」

を
活
用
し
た
事
業
を
行
っ
て
い

る
。

　
読
者
フ
ァ
ン
が
作
品
の
舞
台

と
な
っ
た
場
所
を
訪
れ
る
、
い

わ
ゆ
る
「
聖
地
巡
礼
」
を
市
内

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
活

用
事
業
と
し
て
、
地
元
商
店
を

巡
る
「
カ
ー
ド
ラ
リ
ー
」
や

「
ア
ニ
メ
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」

の
ほ
か
、
全
国
競
技
か
る
た
大

会
の
誘
致
に
成
功
し
た
。

　

関
連
す
る
都
市
と
の
連
携

は
、
一
都
市
で
は
で
き
な
い
取

り
組
み
の
幅
を
広
げ
、
本
市
で

も
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
感
じ

た
。

長
野
県
須す

坂ざ
か
市

農
作
物
の
野
生
鳥
獣
害
対
策

　
人
口
５
万
１
０
０
０
人
の
須

坂
市
は
、
本
市
と
同
じ
内
陸
盆

地
の
果
樹
地
帯
で
、
地
域
単
位

で
鳥
獣
被
害
対
策
委
員
会
を
設

て
、「
大
木
町
も
っ
た
い
な
い

宣
言
」
を
平
成
２０
年
に
議
決
し

た
。
循
環
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
「
く
る
る
ん
」
を
建

設
し
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み

を
分
別
し
て
、
メ
タ
ン
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト
発
酵
槽
に
投
入
。
３７
℃

で
２２
日
間
発
酵
さ
せ
バ
イ
オ
ガ

ス
で
発
電
、
ま
た
、
液
肥
を
活

用
し
て
水
稲
や
麦
な
ど
の
土
地

利
用
型
の
作
物
に
利
用
し
て
、

生
ご
み
の
資
源
化
を
支
え
る
地

域
循
環
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て

い
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
６５
・

３
㌫
と
高
い
こ
と
に
驚
い
た
。

生
ご
み
の
分
別
は
参
考
に
な
る
。

福
岡
県
大お
お
牟む

田た

市

認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
模
擬
訓
練

　
大
牟
田
市
は
、
平
成
２７
年
三

池
炭
鉱
関
連
施
設
が
明
治
日
本

の
産
業
革
命
遺
産
と
し
て
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
人

口
１１
万
７
０
０
０
人
。
地
域
全

体
で
認
知
症
の
理
解
を
深
め
地

域
で
支
え
る
仕
組
み
を
つ
く

り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
地
域
認
知
症
ケ
ア
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
小
中
学
生
も
総
合
学
習
で

認
知
症
を
学
び
認
知
症
の
人
と

触
れ
る
機
会
を
つ
く
る
。ま
た
、

認
知
症
の
人
が
行
方
不
明
に

な
っ
た
と
い
う
想
定
で
、
行
方

不
明
役
が
地
域
を
回
り
、
連
絡

を
受
け
た
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
捜
索
に
協
力
す
る
、
認
知
症

Ｓ
Ｏ
Ｓ
模
擬
訓
練
を
毎
年
全
て

の
小
学
校
区
で
実
施
し
て
い
た
。

�

（
委
員
長　
水
戸
芳
美
）

置
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
被
害
対

策
に
あ
た
っ
て
い
る
。
市
か
ら

資
材
提
供
を
受
け
て
、
電
気
柵

の
設
置
や
、
緩
衝
帯
と
な
る
下

刈
り
作
業
を
住
民
自
ら
が
行
っ

て
い
た
。

　
農
作
物
だ
け
で
な
く
、
人
身

に
被
害
が
及
ぶ
ケ
ー
ス
も
考
え

ら
れ
、
農
家
や
猟
友
会
以
外
の

住
民
か
ら
も
理
解
と
協
力
が
必

要
だ
と
感
じ
た
。

群
馬
県
高た
か

崎さ
き

市

ス※

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
開
発
造
成
事
業

　
北
関
東
圏
・
上
信
越
圏
の
交

通
の
要
衝
で
あ
り
、
人
口
３７
万

４
０
０
０
人
の
高
崎
市
は
、
Ｊ

Ｒ
高
崎
駅
か
ら
関
越
自
動
車
道

を
結
ぶ
地
方
主
要
道
の
渋
滞
緩

和
、
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と

し
て
、
関
越
自
動
車
道
と
の
交

差
部
に
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
設
置

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
高
崎

駅
と
直
結
し
て
利
便
性
が
向
上

し
、
当
初
見
込
み
を
上
回
る
利

用
量
と
な
っ
た
。

　
ま
た
周
辺
整
備
で
は
、
積
極

的
な
優
遇
制
度
で
工
業
団
地
造

成
を
行
っ
て
い
た
。

　
東
北
中
央
自
動
車
道
が
平
成

３０
年
に
福
島
Ｊ
Ｃ
Ｔ
（
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
）
ま
で
開
通
し
、
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
本
市
に
設
置
し

た
場
合
、
多
額
の
事
業
費
に
見

合
っ
た
効
果
が
あ
る
の
か
検
証

す
る
必
要
が
あ
る
。

�

（
委
員
長　
村
山
俊
雄
）
※スマートＩＣ…‌�高速道路の本線やサービスエリア、パーキングエリア、バスストップから、

ＥＴＣを搭載した車両が乗り降りできるようにするインターチェンジのこと。
てんどう市議会だより №15715



『夢の家』が
空き家になる
工藤光信（66歳・高擶）
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９月定例会の日程（予定）
８月２８日（月） 本会議（初日）
　　３０日（水） 本会議（一般質問）
　　３１日（木） 本会議（一般質問）
９月１日（金） 常任委員会
　　４日（月） 常任委員会
　　５日（火） 決算特別委員会
　　６日（水） 決算特別委員会
　　７日（木） 決算特別委員会
　　８日（金） 決算特別委員会
　　１１日（月） 予算特別委員会
　　１３日（水） 本会議
　　２２日（金） 本会議
　　２９日（金） 本会議（最終日）
※�請願の締め切りは、８月１７日（木）
正午までの予定です。
※�日程は変更になる場合がありま
す。詳しくは議会事務局までお
問い合わせください。

編
集
後
記

●
梅
雨
の
候
、
今
年
も
各
地

で
大
き
な
災
害
が
相
次
い
で

い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
想
定
外
の
災
害
、
あ
っ
と

い
う
間
の
出
来
事
だ
っ
た
と

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
防
災

へ
の
備
え
を
考
え
さ
せ
ら
れ

る
毎
日
で
す
。

●
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り

を
目
指
し
、
今
号
か
ら
高
齢

者
も
見
や
す
い
書
体
に
替

え
、
一
般
質
問
の
紙
面
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

●
ご
感
想
・
ご
意
見
等
お
聞

か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で

す
。�

（
伊
藤
）

《
広
報
委
員
会
》

　
委
員
長　
伊
藤　
和
子

　
副
委
員
長　
狩
野　
佳
和

　
委　
　
員　
佐
藤　
俊
弥

　
　

 

〃 　
　
遠
藤　
喜
昭

　
　

 

〃 　
　
三
宅　
和
広

　
　

 

〃 　
　
笹
原　
隆
義

　
　

 

〃 　
　
熊
澤　
光
吏

　７月６日に天童二中２
年生が議会事務局に職場
体験に来ました。議会に
ついて説明を受けたり、
視察受け入れの準備をし
てくれました。皆メモを
とりながら、熱心に勉強
していました。議会について説明を受ける様子

視察受け入れの準備中
議場にある質問席
各議員の氏名標も将棋の
駒の形をしています。

　
私
は
、
木
造
建
築
業
を
営

ん
で
四
十
有
余
年
に
な
り
ま

す
。
幸
い
自
分
が
手
が
け
た

住
宅
に
は
空
き
家
に
な
っ
た

家
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
我
々
の
諸
先
輩
が
そ
の

当
時
の
最
新
の
技
術
で
建
築

し
た
住
宅
が
空
き
家

に
な
る
と
い
う
の
は

一
抹
の
寂
し
さ
が
あ

り
ま
す
。

　

時
の
流
れ
に
よ

り
、
核
家
族
化
、
そ

し
て
世
帯
構
成
の
変

化
は
今
後
ま
す
ま
す

大
き
な
流
れ
と
な
り
つ
つ
あ

る
よ
う
で
す
。

　
私
の
住
む
地
域
も
大
規
模

開
発
に
よ
り
大
き
く
変
化
し

て
き
ま
し
た
。
新
興
住
宅
地

に
、
夫
婦
単
位
の
新
築
住
宅

が
建
て
ら
れ
、
数
年
前
に
は

考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
街
並

み
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で

空
き
家
と
な
る
家
が
出
て
き

ま
す
。

　
住
ま
い
の
建
築
に
は
、
施

主
の
大
き
な
夢
・
希
望
、
そ

し
て
喜
び
と
、
そ
れ
に
携
わ

る
多
く
の
職
人
た
ち
の
技
術

が
あ
っ
て
造
ら
れ
る
も
の
で

す
。
そ
の
時
の
夢
が
詰
ま
っ

た
家
が
捨
て
ら
れ
て
い
く
。

と
て
も
悲
し
い
も
の
で
す
。

　
天
童
市
議
会
を
傍
聴
し
た

時
、
天
童
市
の
空
き

家
対
策
が
論
じ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
や
む

を
得
ず
に
空
き
家
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
も

の
で
す
が
、
そ
の
処

置
は
重
要
な
こ
と
で

す
。

　
行
政
側
が
一
生
懸
命
対
策

を
練
り
、
議
会
側
も
チ
ェ
ッ

ク
機
能
の
役
を
果
た
そ
う
と

真
剣
に
論
じ
て
い
ま
し
た
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
の
制
度
が

大
い
に
活
用
さ
れ
れ
ば
、
そ

の
家
の
建
築
に
携
わ
っ
た

我
々
職
人
も
嬉
し
く
、
今
後

の
状
況
を
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

天童市議会ギャラリー
議　場

議員協議会室
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